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が
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へ
,-
:し
が
し
、.そ
の
い
ず
れ
も
が
前
述1>
た
ょ
ぅ
に
ー
国
；の
成
長
発
厥
に
か
か
わ
る
事
象
で
あ
る
.だ
け
に
両
者
無
関
係
で.あ
各
理
は
な
い
：。
へ
従
っ
：て 

叉
、
；
国
土
計
画
的
構
想i

f

齒

題

翁

然

，

共
に
今.
 

日
で
：

&

国
家
的K

ヶ
ー
ル
.に
於
て
取
り
あ
つ
が.わ
ね
ば
な
ら
.ぬ
と
い
ぅ
点
を
強
調
し
た
い
為.に
敢
て
説
を
な
し
た
だ
ホ
で
あ
る
。

. 

.
'
0

.
 

-

，.し

:■

更
に
地
方
経
済
開
発
0

事
に
：つ.

い
て.

哀
え
ば\.
昔
か
ら
述
べ
て
い
る
ょ
5'
:
.

に
1

^

富
と
.

の
瘦
間
的1

:

配
分
と
い1

事
が
前
提
と'

な

り

、
べ
各
地 

方
地
因
が
そ
れ
を
効
率
的
に
活
甩
し
得
各
条
件
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
い
ぅ
点

>

ぃ
そ
れ
妒
必
要
で
あ
る
。

.「

し
か
し
：更
に
つ
っ
込
ん
で
：云
ぅ
な
ら
ば
、ノ 

產
業
を
は
じ
め
事
業
界
、
行
政
：
色
裀
等
々

'

ゆ
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
、
完
全
な
近
代
化
が
行
わ
れ
な
：い
限
り
、
：リ

ー

ジ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
は
ロ
頭
の
論
議 

.

に
終
る
恐
れ■

と
い
ヶ
事
でI

v

f

窘

^

^

あ
ら
ゆ
る
方
面
に
於
て
如
何
に
非
近
代
的
残
津
が
ぅ
ず
だ
.か
く
堆
積
仏
て
い
る
事
か

0
こ
.の
時
代
錯
誤
こ
そ
リ
ー
ジ
、ョ
.ナ
い
ズ
ム
論
議
を
生
み
出 

し
た
第
ー
等
の
機
縁
で
は
あ
ろ
ぅ
が
、.;
'
同
時
に
：そ
れ
は
単
な
る.空
間
的
体
制
の
間
題
で
は
な
く
、
：実
に.わ
が
国
の
.社

<

^

制

の

全

容

に

及

ぶ

大

問 

題
な
の
で
あ
る
。
こ
ウ
基
本
的
関
連
に
十
分
な
変
化
と
更
新
が
生
じ
な
い
限
⑴
、

.

.数
十
#
:
に
亘
る
か
つ
て
の
地
方
振
興
策
が
無
為
に
経
過
し
て
来 

た
と
同
様
ク
地
方
開
発
論
議
を
単
な.る
ロ
頭
禅
に
.ぉ
.ゎ
ら
せ
る
恐
が
が
多
ぃ。

v 

^
v 

v 

v 

- 

- 
:
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へ
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経
済
地
理
学
に
お
け
る
法
則
性
の
問
題

.
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'
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• 

. 

■

,

——

小
島
栄
次
教
授
の
業
績
を
顧
み
て
I
 

.

沼

士

松

は

き

小
島
栄
次
教
授
が̂

当
'さ
れ
て
い
た
講
義
は
、「

経
済
地
理」

と

「

社
会
事
業」

の1
1

つ
の
分
野
に
わ
た
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、

そ
の
著

.

 

•

-

 

,

作
に
つ
い
て
も
、
経
済
地
理
関
係
の
も
の
と
社
会
事
業
関
係
の
も
の
と
が
区
別
さ
れ
る
。

こ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
.の
ば
も
っ
.ば
ら
前
者
で
あ

-

 

.

 

'

 

.

:

.

り
、.
後
者
は
次
の
機
会
に
ゆ
ず
ら
れ
る
。.：両
者
は
は
っ
き
り
と
区
分
さ
れ
る
学
問
分
野
で
あ
る
か
ら
、
共
に
と
り
あ
げ
る
と
い
ぅ
の
は
当
を
え
た

‘

■ 

• 

- 

.

こ
と
と
は
：い
え
な
い
。
著
作
の
発
表
時
期
に
お
い
て
も
、

.
両
者
は
か
な
り
は
っ
き
り
と
分
れ
て
い
る。
'
'

,

小
島
教
授
が
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
さ
れ
た
の
は
、
大
正
；一
四
年
三
月
で
あ
り
、

.そ
の
拷
コ
ロ
.ン
ビ
ァ
大
学
へ
留
学
し
、
.
昭
和
四 

年
四
月
に
母
抆
の
助
手
：に
就
任
さ
れ
た
。
'
三
田
学
会
雑
誌
の
同
年—-
-
.
1月
号
.に
、
：

「

紐
宥
市
を
中
心
と
し.て
見
た
る
\米
国
印
刷
業
労
資
団
体
の
沿 

，革
及
組
織
卜
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
五
年
以
降
，に
お
い
て
も
，
毎
年
、：
小
島
教
授
の
論
文
が
同
誌
に
登
載
さ
れ
て
い
る
が
、：
経
済
地
理
関
係 

.の
論
文
が
姿
を
み
せ
る
の
は
昭
和
：

1

〇
年
九
月
号
'に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
：論
文
か
ぢ
引
続
い
.
'

V

、，
昭
-11

一
一
一
年
に
：
い

た

る

ま

で

や

同

誌

に

の

せ 

ら
れ
た
教
授
の
：論
文
ー
七
編
の
す
べ
て
が
経
済
地
理
関
係
の
も
.の
：で
あ
-0
:た
。
.:
社
会
事
業
関
係
の
論
文
が
同
誌
に
再
び
現
わ
；れ
た
の
は
、
昭
和

1

一
 

経
済
地
理
学
に
お
け
る
法
則
性
：の
問
題
.

. 
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s
m

'
五
年
五
月
号
に
本
い
て”
あ
っ
，た
。
発
表
さ
れ
た
著
作
か
ら
み
る
と
、
，昭
和
一
.〇

年

か

ら

：同
.ニ

三

年

に

い

た
.
'る
期
間
は
、.
教
授
が
経
済
地
里
学
に 

、専
念
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
期
間
に
は
、

:

社
会
事
業
関
係
の
著
作
は
.三
田
学
会
雑
誌
以
外
に
お
い
て
も

ほ

と

：
ん

ど

発
表
さ
れ
て
い 

ぃ
。
.昭
和
ニ
五
年
か
ら
同
三
 
一
—*
年
に
'か
け
ては

、： ..

一
一
つ
の
研
究
分
爾
；の
著
作
が
共
に.発
表
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
三
年
以
降
に
発 

表
さ
ネ
た
の
.は
社
会
事
業
関
係
の
も
の
で
あ
り
経
済
地
理
関
係
'の
も
の
は
三
田
学
会
雑
誌
昭
和
ー4ー
一
一
年
六
月
号
所
載
の

「

経

済

分

析

に

於

吁

る 

、
地

方

経

済

観

察

の

意

義

に

関

す

る

若

干

の

考

察

」

.
を

最

後

と

し

て

い

る

.。
::

.
づ
島
教
授
が
著
作
を
発
表
し
て
お
ら
れ
た
の
は
三

o

余
年
に
及
ぶ
が
、
：そ
の
中
期
を
な
す
ほ
ぼ
一
二
分
の
一
の
斯
間
に
お

.い

て

は

、

汧

究

関

、レ
尤 

経
済
地
理
学
に
集
中
，し
で
い
た
。
前
期
は
社
会
事
業
論
に
あ
て
ら
れ
、：

'
後
期
に
は
、
両
者
が
平
行
し
で
レ
た
が
、
最
終
明
に
お
い
て
.は
、
関
心
は 

社
会
事
業
,
に
向
け
ら
れ
て
1
た
ょ
ぅ
で
あ
る
。
こ
こ
，
'で
顧
み
ら
れ
る
小
島
教
授
の
業
績
は
昭
和
一Q -
年
か
ら
司
三
一ー
年
に
か
け
て
の一
一〇
余
年 

間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

■ 

, 

- 

. 

. 

V

.
4

小

島

教

授

の

地

理

学

的

諸

著

作

.
.
.
.
.
.

，
経
済
地
理
学
は
経
済
現
象
を
研
究
対
象
と
し
、

そ
れ
を
地
理
学
的
方
法
に

ょ
っ
て
分
析
し
ょ
ぅ
と
.す
る
学
問
で
あ
る
と
い
え
る
。

し
た
が
っ 

て
研
究
方
法
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
は
地
理
学
で
あ
る
が
、
対
象
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
経
済
学
と
共
通
性
を
も
っ
て
、，
る
。
こ

^
か
ら
し
て
、
 

経
済
^
理
学
は
地
理
学
の
一
：分
科
で
あ
る
か
、
経
済
学
の
そ
れ
で
あ
る
か
'が
問
題
と
な
る
.こ
れ
に
た
い
す
る
小
島
教
授
の
立
場
は
そ
の
著
卞
の 

随
所
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
り
、

経
済
地
理
は
地
理
学
の

一 .

分
科
で
あ
る
と
さ
れ
て
い.る
。
初
期
の
論
文(

三
田
学
会
雑
誌
第
三
一
卷
第
六
号
所 

載)

に
お
I
て
も
こ
れ
は
明
言
さ
れ
て
い
る
の
み
で
な
く
、
後
期
の
そ
れ
：

(

同
誌
第
四
六
卷
第
一
一.一
号
所
載)

に
お
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
強
調
さ 

れ
て
い
る
。
経
済
地
理
学
が
：地
理
学
の
.一
分
科
で
あ
れ
ば

 

> 
分
析
M

:i
し
'て
の
、地
■
学
が
重
視
さ
れ
る
の
は
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。

昭

和
一
五
年
秋
に
出
版
さ
れ
た

「

経
済
地
理
学
序
説」

は
約
ニ
八
〇
頁
の
著
書
で
ぁ
る
が
、
そ
の
六
割
の
分
量
を
占
め
て
ぃ
る
の
は

「

池
浬
学

研
究
序
説」

で
あ
り
ノ
残
り
の
部
分
が::「

経
済
地
理
学
に
関
す
る
若
干
の
基
本
的
考
察

」

.
に
あ
て
ら
れ
て
い
る.に
す
ぎ
な
い
。
経
済
地
理
関
係
論 

文
の
大
部
分
は
；三
田
学
会
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
.る
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
：に
.%
、
：
経
済
と
い
う
限
定
が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
地
理
学
的
研
究
の 

も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
:,
こ
の
敌
に
、
小
島
教
授
は
：経
済
地
理
学
者̂
あ
る
に
と
ど
ま
ち
ず
、
，他
理
学
者
で
も
あ
っ
たと
い
う
こ
と
が
で
き 

る

.0
本
節
の
表
題
を
地
理
学
的
諸
著
作
と
；し
たの
は
、
こ
の
理
由
か
ら
で
.あ
る
。

.

歴
史
学
,
社
会
.学

，
民
族
学
な.
'ど
と
区
別
.の
.つ
か
な
い
地
理
学 

的
論
文
が
少
な
く
な.い
と
い
う
最
近
の
傾
向
は
、
：
.地
理
学
者
と
.し
て
の
小
島
教
授
に
と
っ
て
は
，

歓
 

な
か
っ
た
よ
う
で
あ 

.る
;0
.

'

:

,

.

,

.

「

経
済
地
理
学
序
説」

は
そ
れ
ま
で
のlr

一
田
学
会
雑
誌
に
掲
麓
さ
れ
た
諸
論
文
，を

集

大

成

し

た

も

，
の

.で
：あ

る

。
.教
授
の
研
究
歴
に
お
い
て
、
こ
の 

著
書
の
出
版
は
ひ
と
つ
の
画
期
を
な
す
も
の.と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
基
礎
的
研
究
を
：ま
っ
て
、
そ
れ
以
後
に
お
い
て
は
、
具
体
的
問
題
に

つ
い
.て
の
論
議
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

' 

■

• 

■ 

■ 

■ 

.

.

.

.

.

.

. 

, 

■ 

-
.

'「

序
説」

の
.「

第
一
編
.
' 地
理
学
研
究
序
説
、
第
'一
章
西
洋
地
理
学
史
の

^
描」

.に

.対
応
ず
る
論
文
は
三
つ
で
あ
る
。
：経
済
地11
関
係
の
最
初 

の
論
文
た
る「

経
済
地
理
学
の
実
際
的
任
務.に

関

す

る

：
一
，
考

察

1-
'

(

同
誌
第
二
九
卷
第
九

号
)，：

は

斯

学

の

本

質

に

.つ
い
t
の
論
理
的
観
点
か
ら
す
る 

究
明
に
先
立
っ
：て
、.そ
の
発
展
史
を
概
観
し
た
も
の
で
あ.る
。'
そ
.こ
で
は
、
：
：
斯

学

の

：：
ー

九

世

紀

以

後

の

発

展

が

た

ど

：ら

れ

な

が

ら

、
.そ

の

実

用

性 

に
つ
い
て
の
論
述
が
な
さ
れ
て
い̂
。'
:そ
の
後
、
学
史
の
研
究
は
本
格
的
に■展
開
さ
れ
、
そ
の
成
果
土
し
て
は

「

古
代
及
び
中
世
の
西
洋
に
於
け 

る
地
理
学
.

」
(

同
誌
第
三
：三
卷
第
九
号

)

お
よ
び
' 

1近
世
に
於
け
る
西
洋
地
理
学

」

.(

同
訖
第
三
四
卷
第
六
号

)

.が
あ
げ
ら
れ
る
。
：
.

•

あ

ら

ゆ

る

：西

洋

学

術

の

淵

源

が

そ
こ
.に
見
出
さ
れ
る
.よ
う
に
、
西
洋
地
理
学
史
も
ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
'。
占
代
の
西
洋
地
理
学 

は
ギ
リ
シ
ャ
人
の
手
に
よ
っ
て
大
成
さ
れた
、が
、
_ 'ロ
ー
マ
時
代
：に
お
い
.
.て.は
、.
そ
れ
は
む
し
ろ
萎
縮
し.

^

た
。

ギ

リ

シ

：ャ
.
の

地

理
学
的
遺 

産
は
、
他
の
学
術
と
同
じ
よ
う
に
、
.
M
教
徒
た
る
ア
ラ
ビ
ヤ
人
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
。
,-

中
世
後
期
に
お
い
て
、
'._地
理
学
回
復
の
き
ざ
し
が
み
え 

.た
が
、
先
入
の
_

»
罾
襲
以
上
の
も
の
：
.は
出
.て
こ
な
か
っ
た。
' 地
理
学
史
上
の.
.近
世
は
近
世
初
期
の
海
上
発
見
時
代
に
始
ま
る
。
そ
の
後
の
発
展 

.経
済
地
理
学
に
お
'け
る
法
則
性
の
問
題
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、に
'お
：
い
ヤ
、
.地
理
学
0
ノ1
:分
科
と
し
て
の
：経
済
地
理
学
が
成
立¥

る
':

'̂0

へ
経
済 

地
理
学
纪
関
す
态
若
干
：の
基
本
的
考
察.
で
め
；
i
 ニ
章
；ハ
瘙
済
地
理
学I

際
的
任
務」

：
：め
：'

c

第
.

「

経
済
地
理
学
の
時
代」

■
■
お
よ
び
'.「

第 

u

r

"
.
方
法
論
発
展
の
，.
代̂」

、に
接
^
す
る
.
.
.
. 

'
.

ー.九
世
紀
末
に
.
.
.
.
ゾ
経
済
地
理
学
：と.い
：う

名
-^
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な.り
、.
.
.
同
時
..に
.、
.
.
地

理

学

は 

た

ん

な

る̂
§
の
：段

階

を

脱
^
、
ノ
そ
の
.方
法
論
が
検
討
さ
れ§:
よ
.う
^
な

：
っ
た
。-
-

;'

「

西
洋
地
理
学
史
の
素
描

X
.

に
：お
い
て
、

■■
.

.地
理
学
は*

■
te
_

s
に
®
を
発
し
た
と̂

ベ
ら
れT

.お
り
、

さ
ら
に
、
近
世
で
は
、
地
理
学
は
西
次 

諸

国
.の
：海

外

質

易

拡

張

，
植
民
地
開

発
等

：の
政
策
遂
行
に
寄
与

1
た
：こ
と.が
指
摘
さ.れ
，て
_:い
る
^
^

.

.

.

.

 

•

 

V

 

■ •

:

 
•

.

あ
:0
た
。':
小
島
教
授
は
地
理
学
理
論
の
形
成
に
努
カ
さ.れ
た
.が
、
そ
の
反
^

''
.
.
,
;4
*
途
半
端
な
学
問
至±.
主

義

ぽ

は

反

対

：し

て

、
.
実

用

主

義

を

尊

重 

:

さ
れ
た
.
.地
a
学

：の

発

展

史
.を
通
じ
て
：-
斯
学
の
.実
用
性
が
強
調
さ
れ
て.
.い.
.る
。：.：そ
'し
.て
.、
現
代
.に
.お
け
る
経
済
地
理
学
の.最

^

重

大

な

実

用

的
 

任
務
は
、
計
画
経
済
の
遂
行
べ

：

の
寄
与
で
あ
る
と
さ
れ
る
。.第
二
編
：•
第
一
一
章'で
.の
»'
ニ
>
四

節

は

，「

計

画

経

済

と

経

済

地

理

学

J

i
な
っ
て
お 

り
、
こ
れ
ら
の
諸
節
は
地
理
学
史
の
む
す
び
と
な
っ
て
い
る
。

'

.

'社
会
生
活
に
お
け
る
計
画
化
と
と
も
に
、
.
そ
の
地
理
学
的
編
成
へ
の
意_
的
努
カ
が
出
て
く
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
の 

.論
述
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、

.昭
和
-*
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
：

「

慶
応
義
塾
大
学
講
座
経
済
学
附
録
人
特
別
講
座

)」

に
収
録
さ
れ
て
い
る「

ソ
連
邦
経
済
地
理
概
級

」

で
あ
る
。
国
土
全
体
に
わ
た
る
大
規
模
な
経
済
計
画
が
企
て
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
•
ソ
連
邦
は
地 

理
学
的
研
究
を
活
用
す
る
好
適
な
場
面
と
な
る
。
シ
ベ
リ
ャ
地
方
の
工
業
化

.を
中
心
と
し
て
、
論
述
は
展
開
さ
れ
て
い
る
。
敵
か
ら
の
攻
撃
に
際 

.し
て
、/
遠
隔
地
か
ら
の
救
援
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
，国
内
各
地
を
自
給
自
足
的
な
地
域
に
し
よ
う
と
す
る
計
画
の
一
環
と
し
て
、
シ
ベ
リ
ヤ
の
エ 

業
化
が
企
画
さ
れ
た
。
シ
べ
リ
ャ
地
方
で
の
豊
富
な
鉱
物
*.
動
力
資
源
と
そ
れ
に
よ
る
工
業
地
帯
の
地
域
的
結
合
が
計
画
の
内
容
で
あ
る
と
さ
れ 

た
。.；
も
う
ひ
と
つ
の
も
の
は
.

「

日
本
地
理
区
の
研
究
と
国
土
計
画

」
(

同
誌
第
三
四
巻
第
.一

 

'一
号
‘
第
三
五
卷
第
四
号

)

：
で
あ
る
。

国
防
的
見
地
か
ら 

す
る
地
域
ー
区
分
の
洱
編
成
に
あ
た
っ
て
地
理
学
的
研
究
が
十
分
に
利
用

さ
る
べ
き
で
あ
、る
と
.い
う
見
地
か
ら
、
こ
の
論
文
は
書
が
れ
た
。
国
土
計

I
|
I

f

1

画
に
際
し
て
、
人
文
地
理
区
が
考
慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
見
解
、
.
お
よ
び
各
地
域
は
自
給
性
を
も
つ
と
同
時
に
特
質
を
発
揮
す
る
よ
う 

な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

-
I',
:

.

.

.

「

序
説」

の
そ
の
他
の
部
分
、
つ
ま
り
、
第
一
編
の

「

第
一
.一
章
地
理
学
の
研
究
対
象

.と
課
題」

お
よ
び
第
二
編
の
.

「

第
一
章
経
済
地
理
学
研
究 

の
.基
本
的
手
続
き」

で
は
、
論
理
的
角
度
か
ら
な.さ
れ
た
地
理
学
の
学
問
論
が
内
容
と
な
っ
：て
い
る
:0
:地
理
学
一
般
の
理
解
を
ま
っ
て
経
済
地
理 

学
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「

第
二
編
，
経
済
地
理
学
に
関
す
る
若
干.の
.基
本
的
考
察」

が

：

「

第
一
編
地
理
学
研
究
序
説

」 

'に
続
く
。
：：.こ
の
際
、
第
二
編
は
地
理
学
一
般
：に
つ
い'て
の
.よ
り
詳
細
な
考
察
を
行
っ
た
部
分
と
し
：て
出
て
き
て
^

し
た
が
っ
て
、
苎

編

が

よ
り
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を.理
解
す
れ
ば
、.第H

編
の
そ
れ
は
容
易
で.あ
る
と
い
え
：る
。.著
書
の
.題
名
は
，

:「

経
済
地
理
学
序
説」

'に
な
っ
て
い
る

- 

'

.

が
、.：内
容
に
お
い
：て
は
：
重
点
は
地
理
学—-
般
に
か；

か
：っ
て
い
る
。
こ
のb

と
は
こ
の
著
書
に
先
#
す
る
諸
論
文
の
性
格
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
る 

こ
と
.
.ガ
で
き
る
..。
.

「

序
説」

の
中
心
的
部
分
を
な
す
第
一
編
ニ
章
の

「

地
連
学
の
研
究
対
象
と
課
題

」

：
に
対
^
レ
て
い
る
の
は
、
三
田
学
会
雑
誌
に
の
せ
ら
れ

.

..

. 

.

 

... 

■ 

■ 

.
.
.
.
.

た
同
名
の
.論
文
'

(

同
誌
第
三
四
卷
第.：ー.
0号)

；
で
あ
る
。「

序
説」

：が
_刊
行
さ
れ
る
.ま
'で
ヒ
書
か
れ
た
地
理
学
の
学
問
論
ヒ
つ
い
て
の
七
つ
の
論
文
の 

ち
、
こ
の
論
文
は
最
後
に
完
成
さ
れ
た
も
め
で
あ
り
、
そ
の
な
か
：に
、

'
.そ
れ
以
前
の
研
究
成
果
が
集
約
さ'れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

地
理
学
の
対
象
は
地
域
的
個
性
で
あ
り
、
:そ
の
課
題
は
そ
れ
を
究
明
す
る
こ
と
で
：あ
：る
と
さ
れ
る
:0
;
こ
の
課
題
冷
十
分
に
成
就
す
る
に
は
、
：
記
述 

に
終
始
す
る
地
誌
的
段
階
に
と
ゼ
ま
ら
ず
、
よ
り
高
次
の
段
階
た
る
説
明
其
進
む
ど
七
が
必
粟
で
あ
る
タ
説
明
と
は
環
境
論
的
考
察
に
よ
：る
驰
域

的
個
性
生
成
の
過
程
の
解
明
：で
あ.る
。
：.こ
：れ
^
よ
：っ
て
.>
,地

理

学

的

法

則

：が

定

立

さ

れ

今

• 

.

.

.

.

. 

.

'

■

 •

 

.

 .

:地

理

学

を

単

な

る

：記

述

に

と

：ど

ま

ら

：せ

_な
い
衣
め
に
は
、'
:地
理
的
囊
が
瘇
視
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
：い
，
か
か
る
立
場
か
ら
し
て

.
幾
^

の
論
文
が
書
か
れS

C

地
理
学
I

問
論

バ「

地
理
学
.の

本

貧

と

地

迦

的

環

境

に

就

い

：て

」

：：'

(

同
截
第
三
〇
卷
第
；
ー
号

)

は

、:，
地

埋

的

環

境

璧

：は
：地

理

学

上

最

大

の

重

要

性

を

，
も

.つ
'と
い
う
観

-\ 

.

.
■
1
'

 

-■

■

■

 

■

.

 

:

 

:

 

■

.

:

'

経
済
地
理
学
に
お
.け
る
法
則
性
の
問
題
:

^

 

一

(

.五

.四
五)

'



則
«1
崖

. 

V 

, 

V

■

ニ
六
ー(

五
四
六)

点
か
ら
し
て
：
、.
こ
の
概
念
を
中
心
と
し
な
が
ら
地
理
学
の
本
質
に
ふ
れ
た
も
の

.で
あ
る
。
.こ
の
初
期-£
|
文
で
は
、
自
然
地
理
学
の
諸
専
.門
科
学 

へ
-
の

分

解

：に

と

も

な

っ
て
、
.地
理
学
即
ち
人
文
地
理
学
に
な.っ
て
.い
る
.こ
ど
が
強
調
さ
れ
る
と
同
時
に
、
，
法
則
科
学
と
し
て
の
人
文
地
理
学
の
成 

立
.が
.確
信
さ
れ
.て
い
.る
.
。
.
.
後
期
の
論
文
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
修
正
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く

、
.地
理
学
を
法
則
科 

学
に
す
る
に
.は
、
儲
現
象
の
分
布
を
規
定
す
る'%
の
と
し
て
の
.地
.理
的
環
境
が
重
視
さ
れ
る
。

1地
理
的
環
境
は
自
然
環
境
と
文
化
環
境
に
区
分
さ
れ
る
。

;:
.

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
ての
：

論
.文

が

用

意

さ

れ

だ

。

；「

経

済

地

理

学

に

於

け

る

自

然

環

境 

観
察
の
意
義
及
び
手
賢
き
に
就
し
て

」
(

同
独
1,
三
〇
象
第
九
号)

に
お
い
て
は
、.自

然

環

境

は

：た

ん

な

る

自

然

と

は

,̂
な
り
、.
一
走
の
生
産
技
%
に 

照
応
す
る
も
.

Q

で
^
る
.か
ら
、
.：文

化

環

境

と

不

可

分

に

：結

合

し

て

い

，
る

と

い

:5
.ヒ
：：と

が

指

摘

さ

れ

1:
-
,い
る
。
こ
れ
か
ら
し
：て
、.自
然
環
境
の
歷
史. 

的
M
質
が
問
題
に
な
る
。

〉

そ
れ
は
特
定
.の
時
点
.に

お

け

る

文

化

に

照

応

す

る

相

対

的

な

も

の

：；で

あ

る

。
：；

「

経

済

：也

理

学

に

，お

げ

る

^

化

環

境

観

察 

の

手

続

き

に

就

：い
て

.

」v (

同
誌
第
三I

第
五
号

)

で
は
' 
文

化

環

境

：の
分
析
が
；至

難

;0
仕
事
で
あ
る
こ
：と
が
卒
直
に
認
め
ら
れ
な
が
ら
、：
そ
れ
へ
の 

関
心
の
深
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
，

.
：

资
源
は
物
そ
れ
-|
|
|体
に
付
随
し
ズ
.い
.る
物
理
的
性
質
で
ば
な
く
、

：

人
類
が
物
.に
た
い
し
：て
感
ず
る
価
値
：に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
理
解
で 

は
資
派
は
欲
^

^
足
に
^
立

■'
p

r境
の
.能
力
：で
あ
る
.と
規
定
さ
れ
る
:0
；か
く
て
、
資
源
の
問
題
は
：地
理
的
環
境
の
そ
れ
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
問 

題

を

当

時

の

「

持

つ

国

」

、

「

持

だ

故

国

」

と
：
い
：う

事

柄

に

：
か
ら
ま
：
せ
：て

論

じ

た

0
;が

「

資
源
問
題
考
察
の
若
干
の
基
礎

」

.

(

同
誌
第
三
' 1.

巻
第
二
号) 

で

あ

る「

^

理
.的
環
境
,
の
諸
問
題」

(

同
誌
第
三1

一卷
第一:

一
号)

.
に
.お
い
て
は
、'地
風
的
環
境
を
自
然
環
境
.に
限
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
に
対 

立
し
て
文
化
環

^,
の
1&
要
性
が
強
調
さ
れ
て
し
る
，
後

年

「

人
文
地
理
学
に
対
す
る
大
学
入
；

g

受
験
生
の
考
え
方
に
就
い
て

」
(

同
誌
第
四
六
卷
第 

六
号)

述
べ
ら
れ
る
際
'
受
験
生
の
.多
く
が
地
理
的
環
境
上
し
て
気
候
‘
地«
な
ど
の
：自
然
的
諸
条
件
の
.み
を
あ
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
. 

さ
れ
て
い
る
。
こ

の
..
^
況
に
づ
い
て
、
小
島
教
授
は
は
っ
き
り
と
し
た
意
見
を
、出
さ
れ
て
い
.な
い
'よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
、
教
授
に
と
っ
て
、5
外 

な
こ
と
で
あ
つ
た
ろ
う
。

地
理
学
のJ

分
科
と
し
て
の
経
済
地
睡
学
の
特
性
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
上
：し
.て

は「

経
済
地
11
学
的
観
察
の
対
象
と'し

て

の

経

済

現

象

.に
就

い
て」

.

(

同
誌
第
一,
1ー.
1卷
第
六
号)

が
あ
る
。
：.斯
学
の
対
象
と
な
る
の
は
経
済
現
象-
般
で
は
な
く
、；.
.地
域
的
分
布
の
観
点
か
ら
み
ら
れ
た
そ
れ
，で

■

 

■

 
■

■

•

あ

る

。.；
経

済

現

象

は

産

業

別

•
国
別
と
い
っ
：た
角
度
か
ら
観
察
さ
れ
る
が
、
地
理
学
的
観
点
か
ら
重
視
さ
れ
る
の
は
国
別
の
観
察

.で
あ
る
。
狭
い 

範
囲
め
.経
済
現
象
を
-と
り
あ
げ
る
の
で
は
、
経
済
地
域
の
、個
性
は
不
十
分
に
し
か
示
さ
れ
か
い
か
ら
、
庫
業
別
の
観
察
は
経
済
全
体
を
分
析
す
る 

た
め
め
準
備
的
な
意
味
を
も
つに
し
か
す
ぎ
な
い。

'

 

地
域
設
定
の
.基
準
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
最
も
童
要
な
の
は
国
境
に
よ
.る
も
の
で
あ
る
。
 

し
た
が
っ
て
ノ
国
別
の
経
済
現
象
が
経
済
地
理
学
呤
最
も
重
要
な
対
象
と
な
る
。
経
済
現
象
の
地
理
学
的
観
察
に
あ
た

っ
て
，は
、|

国
の
そ
れ
を

総
括
的
に
観
察
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る

。

.

.
':
-

:

'

.

. 

/

 

•

:

二 

6
章

が

ら

な

る

：：

.：

「

経
済
地
理
概
論」

ン(

昭
和
|
ニ
_年
.ー
二
月
刊
行)

は
一
一
一
つ
：
に

分

類

.し
う
る
。「

i

一.章

，
序

論

」

' 
は
経
済
地
理
学
の
基
本
的
性

格
に
ふ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

そ.の
後
、「

序
説」

の
第
.一
一
編
で
拡
充.

V

整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。こ

れ

を

除

く

九

章

の

う

ち

^

つ
ま
で
が

.

 

ン

.

.

.
 

■.

 

- 

• 
•

産
業
別
分
類
に
よ
る
論
述
で
あ
る
。
第
ー0
章
の
.み

が
-.
各
国
経
済
の
特
殊
性

」

に
あ
て
ら
れ
.て
い
る
。.だ
.か
ら
、
こ

の「

概
論」

は
産
業
別
の 

.観
察
'を
中
心
-

V

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
産
業
別
観
察
は
準
備
的
作
業
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
著
書
は
小
島
教
授
の
全
研
究 

の
な
か
で
あ
ま
り
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
よ
う
だ
。
大
部
分
の
頁
数
を
占
め
る

.こ
の
観
察
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
最
終
章
の 

国
別
観
察
の
ほ
う
が
也
目
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
，つ

'い
て
，の
業
績.の
；大
部
分
は
教
授
の
後
期
の
著
作
に
ま
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

国
民
経
済
は
経
済
地
理
学
の
最
も
主
要
な
対
象
で
あ
る
が
、
と
れ
を
：分
析
す

^
に
あ
た
っ
ー
て
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
単
位
で
あ
る
地
方
経
済 

を
観
察
す
る
こ
上
が
重
要
で.あ
^
。.何
故
.な
ら
ば
"ニ
：国

内

'の

各

地

方

経

済

を

観

察

す

る

こ

と
に
よ
0
て
、
.国
民
経
済
の
地
域
的
構
造
が
解
明
さ
れ 

る
か
.ら
で
あ：

る
。

地
方
経
済
の
範
囲
を
決
定
す
る
に
際
し.て
は
、.
経
済
循
環
が
.考
慮
さ
れ
な
く
て
：は
な
ら
な
い
。
.以
上
の
趣
旨
を
内
容
と
し
て

「

経

済

分

析

に

お

：け
る

'地
方
経
済
観
察
め
意
義
に.関
す
る
若
干
の
考
察」

(

同
誌
第
五
0
卷
第
六
号)

_
が
書
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
小
島
教
授
が
三
田
学

,
■

 

.

 

}

'会

雑

誌

に

寄

稿

し

た

経

済

地

理

関

係

，
の
，
最

後

，の

論

文

に

な

：っ
た
。

そ

し

て

、

こ

の

論

文

は

ぞ

れ

^

先

立

：
づ
：
て
，発

表

：
さ

れ

た

ニ

つ

'
.

の
論
文
た
る「

米 

■
.
経
済
地
理
学
に
：お
け
る
法
則
性
の
間
題

 

. 

.
'
'

ニ
七 

'

(

五
.四
七)



.:
ニ 
八
'(

五
四
A)

：

'

国

経

済

：
の
l

il
f

s

-—

■

そ

：
の

地

域

的

構

造

，
に

就
い
て」

.；

(

同
誌
第
四
〇
卷
第
ー
〇•：.

__
.
_

K

:

'

lニ

合

併

号
)，：

「

英

国

経

済

の

地

理

的

構

造

」
(

同

誌

第

四

一 

.

巻

第

九

号

)

ノ

の

論l ii

礎
づ
け
迄
な
る
：も
：の
で
あ
づ
た
：。

：

,

:
-1
:

■

..

.

"

■■
■

:

■

具
体
的
問
題
に
つ
い
て
論̂
た
も
の
の
う
ち
東
亜
問
題
に
関
す
る
冬
の
と
し
て
は
：、

.「

東
亜
に
於
：け
る
棉
花
需
要
量
に
就
い
て

」
(

S

I
エ
ハ 

巻
第
二
号)

お
ょ
、び「

東
亜
建
設
め
自
然
的
条
件
に
関
す
る
若
干
の
考
察

」

:(

同
誌
第
三
七
卷
第I 

ニ
号)

が
あ
る
。
そ
の
他
の
地
或
の
も
の
と
レ
て 

は

「

濠
？
経
済
.の
諸
問
題」

(

三
田
評
論
^
五
三
四
号)

.

「

濠
洲
経
済
の
特
殊
性」 (

国

経
済
研
究
昭
和一

七
年
一
ー
月
号)「

新
西
蘭
経
^

の
素
^

1:
-
-
-
'

(

三 

田
評
論
第
五
三
奪)

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る,0
'さ
ら
に
、「

欧
洲
西
北
部
の
農
業
事
情
と
農
業
政
策

」

..

(

ーー5
学

鑫

誌

義

セ
_

セ
サ)

も
あ

げ

ら

.
 

れ
る
。
.し
か
し
な
が
ら
、
教
授
の
経
済
地
理
学
的
構
想
を
.ょ
り
強
く
体
現
し.て
い
.る
の
は
f
お
.そ

ら

く

、
'

ア

メ

リ

ヵ

•
ィ
ギ
リ
ス
経
済
の
地
域
り 

構
造
を
問
題
と
し
た
前
掲
の
一.
.一：論
文
.で
あ
ろ
う
。
 

'

.

「

序
説」

が
出
版
さ
れ
て
か
ら
ニO'
余
年
を
経
過
し
た
時
期
に
、
'
再
び
地
理
学
め
基
本
問
題
を.あ
つ
か
.っ
た
論
文「

地
理
学
の
課
題
と
領
域
に
就.
 

ぃ
て」

(

同
誌
第
四
六
雲
一1

一
号)

が
出
て
.き
た
，
そ
こ
で
は
、'地

理

学

者

と

し

て

の

小

島

教

授

.の

学

問

的

反

省

が

現

わ

れ

て

い
る
の
み
で
.な
く
、：
：
 

圯
理
学
自
体
の
自
己
反
省
が
な
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
の
新
傾
向
に
杭
し
て
、
古
い
地
理
学
の
穀
を
尊
重
す
る
と
い

う

態
度
に
は
、
一
種
の
気
迫
す 

ら
う
か
が
え
る
。
地
域
的
個
性
を
記
述
す
る
立
愛
と
、

I

ら
ざ
る
を
え
な
い
と
し
な
が
ら
、
な
お
、
鐘
学
の
主
体
性
を
確
立
す
る
里
論
へ
？ 

希
望
が
捨
て
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
ひ
論
文
が
飛
台
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、

..
教
授
の
研
究
は
さ
ら
に
躍
進
才
る
幾
会
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
に
と
、
今
太 

た
だ
惜
し
ま
れ
る
。
 

.

‘ 

' 

. 

.

.

.

ニ
経
済
地
理
学
に
お
け
る
法
則
性
の
問
題

づ
島
教
授
の
諸
著
作
に
は
、
具
体
的
問
題
につ
い
て
の
論
述
も
少
な
く
は
な
い
が
、
比
童
は
経
済
地
理
学
の
論
理
的基
礎
づ
け
に
か
か
っ
て
い 

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
情
か
ら
し
て
、
こ
こ
で
は
、
こ
め
問
題
が
も
っ
ぱ
ら
扱
わ
れ
る
。

.地
理
学
一
般
が
重
視
さ
れ
、
そ
こ
：か
ら
経
済
地
理
学

に
お
け
る
問
題
が
お
の
ず
か
ら
出
て.く
る
形
態
で
、
論
述
が
な
さ
れ
て
い
る
が
ら
'
問
題
は
経
済
地
理
学
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
理
学
一 

般
に
多
く
ふ
れ
ら
れ
な
く
で
は
な
ら
な
い
。';
い
.

ニ 

.
_
,
ぐ

：：.ン
；パ
，パ
_

ム

'

...

...

.

1
...
経
済
地
理
学
■の
対
象
ど
方
法.

'

'

,

.
(

1
 

ノ 

.
,
 

'

.,

、
地
理
学
の
出
発
点
は
場
所
的
差
異
に
求
め
ら
れ
る
。
場
所
と
い
う
言
葉
は
地
域
の
そ
れ

.に
お
き
か
え
る
こ.と
が
.で
き
る
^
ら
、

.

地
理
学
研
究
の 

出
発
点
は
地
域
的
差
異
へ
：の
注
目
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
.き
る
。
.地
域
'の
事
情
全
般
で
は.な
：く
、
：.特
定
0
^

^

^

て
-い
る
.事
情
、
つ
ま
り
、
地
域
的
個
性
に
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
る

)

。.
地
域
の
内
容
.は
そ
れ
を
構
成
す
る
諸
現
象
で.あ
る
か
ら
、
：
地
娣
的
個
性
を
問 

題
-i
す
る
こ
'と
'は

，
諸
現
象
の
独
自
な
地
域
的
汾
布
を
と
り.あ
；げ
^.
こ
と
を
意
味
す
る
。
地
域
的
差
異
を%-
'つ
諸
現
象
、
換
言
す
る
と
、
諸
現̂

 

め

地

域

的

分

布

が

地

理

学

的

研

究

の

対

象

で

:

人
間
生
活
を
離
れ
て
、
気

候•
地

形
..
地
質
：‘：河
川
.
:海

洋

な

ど

を

：
扱
.っ
.た
自
然
地
理
学
は
、
：
.
.こ

れ

ら

の

諸

要

素

の

：研

究

が

専

門

化

し

た

の 

で

，解
体
し
た
し
た
が
：って
、
地
理
学
的
研
究
ほ
人
文
地
理
学
的
研
究..へ
集
中
1>
、
卿
理
学
即
ち
人
文
地
理
学
と
い
う
こ
匕'に
k

っ
た
，
地
理 

学
の
対
象
と
す
る
諸
現
象
を
文
化
現
象
に
限
定
し
え
た
.と
し
て
も
、
な
お
、
：
そ
れ
は
多
種
多
様
で
あ
る
か
ら
、
.
.そ
の
な
か
か
ら
'

■
と
く
に
、
経
済 

現
象
//
抽
出
^
れ

そ

れ

を

専

門

的

に

，取

り

扱

5
地
理
学
の
一
分
科
が
成
立
す
る
。
.
地
理
学
.の
対
象
は
地
域
的
分
布
の
観
点
が{
1
>
み
.ら
.、
た
文
化 

魂
象
で
あ
り
、.そ
の
う
ち
、
；.と
く
に
、
経
済
現
象
を
問
題.と
，ず
.る
の
が
経
済
地
理
学
で
あ
る
。：
そ
れ
は
地
理
；学
の
■諸
.分

科

の

う

ぢ

最

も

重

要

な

も

の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
.

最
重
要
：で
あ
る
の
は
何
故
か
に

.

つ
：
い
て
；
は

あ

ま

り

.

ふ

れ

ら

れ

ず
-:
'

;

む

し

ろ

、
.
.
自

 

い
：
る*

う
"

で.

あ

：
る

。

’ 

.
 

.
 

.

.

.

. 

-
 

.

.

.

.

経
済
現
象
は
そ
の
他
の
文
化
現
象
に
：た
い
レ
て
規
楚
的
な
意
味
を
%■
:つ
.と
い
う
立
場
を
：と
る
と，

、

：

：

，

.

:

•

 

•

.

 

.

.

.

.

.

.

. 

-

,
:ハ
経
済
地
理
学
は
経
済
現
象
を
研
究
対
象
と
し
ヤ
、
そ
れ
を
地
域
的
個
性
と

〈

い
.5
.角
度
か
ら
分
析
し
ょ
；

r，

と
ず
る
も
の
で
^

る
。
：こ
.の
地
域
的
嘲 

性
と
：い.う
の
は
特
定
の
；地
域
：に
：お
け
.る
経
済
現

攀

の

分

布

，の
：特

殊

性

を

内

容

と

す

る

。
：
.■-
の
際
，-'
.地
錄
說
定
の
：仕

方

は

い

ろ

い

ろ

あ

る

が

：、

政

治 

.経
済
地
理
学
に.お
け
る
法
則
性.の
.問
題 

' 
へ

.’
::

'
. 
ニ 

L'-(

五
四
し)

ン



的
境
界
に
よ
る
阁
画
が
最
も
重
要
視
洚
れ.今

.
_民

主

囊

済

：の̂

代

で

：は
：

>
''
'国
境
を
も
0そ

|2
:
'画
す
る
の
が
最
も
基
本
的
で̂
^

• H
民
経
済
：

Q
地

域

的

個

性

を

：

に
す
：る
：
に
は
：、

そ

れ

を

構

成

:^
る

諸

地

方

経

；

^

観

察

さ

れ

だ

：く

.て

は

な

ら

な

い
。、

専
門
化
さ
れ
て
い
る
諸：
'
 

:
:地
方
雜
廣
の
有
機
的
組«'
と
3
:て
、
：：_
民
経
济
は
把
握
さ
れ
る
：必
要
が
あ
今
：
_
民

経

済

の

.
地

縱

的

構

造

ぬ

;

経
赞
の
観
察
ー
は
重
要
な
意
義

^
も
つ
ノ
^
の
分
析
は
経
済
地
耻
学̂
お
げ
る
最
^
重
要
办
課
題
と
-^
る
广
具
体
的
問
^
 

- 

地
域
的
構
造
分
析CD
,.業
績
は
"
：ァ
メ
リ
ヵ
‘：
ィ
ギ
：リ
ス

)

に
.
つ
ド

.

.

.

. 

, 
..........
 

-
 

ノ
 

•
.
.
. 

■

.

あ
：る

？

お
.そ
ら
ぐ
、
そ
れ
に
つ
い
で
構
想
は
す
で
に
多
く
%.
た

れ

て

い

た

だ

ろ

う

と

予

想

：さ

れ

る

。

し

か

心

.,
>

今

は

、
‘
そ

れ

は

也

の

砰

究

者

に

委 

一
 

t

 れ
な
く
て
は
.

I
 ぃ 

f

 な
ら
；
i

 

, 

'

: 

: 
. 

>
 

.

パ
'
 

研
究
の
#
象

と

そ

の

方

法

に

：
つ

.

.い.て
：論
述
す
る
際
、
小
島
教
授
は
地
瑰
学
一

：

般
：に
.つ
い
Vて
は
深
い
洞
察
を
さ.れ
る
が
、
経
済
也
理
学
に
独
自
な

学

問

的

性

格

に

つ

：い

.て
は
地
理
学
f

M

r*;
い
す
る
ほ
ど
に
■
ふ
れ
ら
.れ
で
い
な
い
。/
地
趣
学
の
対
象
と
方
法
と
が
理
解
さ
れ̂ 

•

.

.

.

.

.

.

. 

. 

.

.-

. 

.

.

.

.

.

. 

• 

•

- 

.

.

. 

.
.

.
.

.
.

.

 

‘

学
の
そ
れ
は
お
の
ず
か
ら
明̂
か
で
ぁ
る
と
：い
う
立
前
に
お
い
て
、
論
述
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

お
る
。'地
理
学
.の
基
本
問
題
を
扱
っ
た一一

つ 

の
論
文
、「

地
理
学
的
研
究
の
対
象
と
課
題

」
(

三
.

I
会
雑
誌
第
—

巻
第
3
 

(

同
誌
第
四
六
巻

.第1

一
一
号

〉

:
の

い

ず

れ

に

お

い

て

も

、)

表

題

はた

ん

に

，

地

理

学

と
な

っ
'
でお

り

、

経

済

と

，
い
•う

修

飾

語

は

つ

：け

ら

れ

て

い

：
な

い

こ

と

か

ら

し

て

も

、

• 

. 

- 

•
-

こ
：
の'
X
Vと
は
幾
分
う
か'が
え
る
よ
う
.で
.あ
る
。：
し
た
が
っ
て
：
経
済
地
理
学
の
馨
に.ゴ
^

う

で

あ

る

？.:..
.

■•

,
'

‘ 

，
'

社
会
科
学
の
諸
分
科
の
区
別
に
お
い
：て
は
、
対
象
に
よ
る
も
の
と
方
法
に
.よ
るも
の
と
，が
あ
る
。
経
済
学
は
経
済
現
象
を
、
政
治
学
は
政
冶
現

. 

象
を
、
社
会
学
は
そ
の
他
の
社
会
現
象
を
扱
う
と
い
う
場
合
に
は
、
区
別
は
対
象
に
則
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
対
象
に
よ
る
区
別
は
古
く
か
ら
採

.
 

用
さ
れ
て
い
.る
が
、'近
時
、.
方
法
に
よ
る
そ
れ
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ(

M
。
方
法
に
よ
る
区
別
がと
ら
れ
る
と
、
.
諸分
科
の
間
で
、
研

究

対

象. 

が
共
有
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
の.多
角
的
分
析
が
行.わ
れ
る
。
：
共
有
対
象
の
多
角
的
分
析
の
：事
例
の
ひ
と
つ
と
.し
.て
、：分
業
に
つ
い
.て
の
スミ
ス

の
研
究(A. smith,. 

T

r

Wealth of ; Nations, 

1
7
7
6
)

と
デ
ユ
ル
.ヶ 
ー 
ム

の
そ
れ
H
.
_
.
;
£
>
U
J
.
^

tr
'2.
3
'*
o
e la division du Travail social, 1893.)

を 

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。.分
業
を
"
前
者
は
生
産
力
増
大
と
い
う
角
度
か
ち
、
後
者
は
社
会
連
帯
性
強
化
と
い
う
甬
度
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
分 

業
の
概
念
に
つ
い
て
ば
若
干
の
，相
違
は.あ
る
が
、
本
質
的
に
は
共
通
な
対
象
に
つ
い
て
の
多
角
的
分
析
が
両
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
え 

る
。
現
実
の
問
題
が
複
雑
に
な
り
、
そ
の
諸
面
が
関
連
し
て
く
る
と
、
狭
角
的
分
析
で
は
、理
論
と
実
践

.と

.の

遊

離

.を
さ
け
る
こ
と
、が
む
ず
か
し
く 

な
る
。
多
角
的
分
析
は
実
践
的
理
論
の
形
成
を
可
能
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
は
諸
分
科
間
の
学
問
的
分
業
を
促
進
す
る
。

経
済
地
理
学
は
経
済
現
象
を
対
象
と
し
、
そ
れ
を
地
域
的
個
性
と
.い
う
角
度
か
ら
分
析
し
よ
う
と
す
る
。
.そ
れ
は
経
済
学
と
対
象
を
共
有
し
な 

が
ら
、
そ
の
研
究
方
法
は
独
自
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
、
^
有
対
象
の
多
角
的
分
析
と
い.う
事
態
、
つ
ま
り
、
学
問
的
分
業
が
み
ら
れ
る
。
多
角 

的
分
析
に
よ
る
学
問
的
分
業
に
お
い
て
：、
各
分
科
の
研
究
方
法
は
狭
角
的
で
あ
る
。
方
法
が
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
各
分
科
ば
経
済
現
象
の
特

定
の
部
分
で
は
な
く
ノ
そ
れ
を
包
括
的.に
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
包
括
的
対
象
に
つ
，い
て
の
狭
角
的
分
析
を
な
す
諸
分
科
の
間
で
、
学
問

'

 

-

 

一

的
分
業
が
有
効
に
行
わ
れ
う
る
よ
う
で
あ
る。

，

：

:'

-

+

•

•

+

.

 

.

 

•

 

•

 

'

 

•

.
ホ
ー
ソ
ー
ン
実
験.(Hawthorne Experiments)

で
の
成
果
を
契
機
と
し
て
発
展
し
た
産
業
社
会
学
め
対
象
領
域
は
、
当
初
、

.
か

な

り

限

定

さ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、.そ
れ
が
次
第
に
拡
大
さ
れ
る
に
つ
れ、
.こ
の
分
科
ば
包
括
的
対
象
に
つ
い
：て
の
狭
角
的
分
析
と
い
う
性
格
を
帯
び

.る
よ

.

う
に
.な
る
。：
こ
の
よ
う
に
産
業
社
会
学
を
規
定
す
る
と
、
そ
.の
学
問
的
性
格
は
•、
前
述
の
経
済
地
理
学
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ

れ
ら
と
対
照
的
な■の
は
経
営
学
で
あ
る
。

：

か
つ

て

、

経
営
経
済
学
と
呼
ば
れ.て
；い
'た
も
の
：が
経
営
学
に
な
っ.た
の
は
、

」

分
析
が
多
角
的
に
な
っ
た

こ
と
.を
意
味
す
石
。
多
角
费
析
の
反
面
、
：も
っ
ぼ
ら
：企
業
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
で
：、

.:
:そ
の
対
象
は
待
化
き.れ
て
“

^

：

的
分
析
は
管
理
論
的
，
政
策
論
的
性
格
を
も
つ
の
杧
た
い
し
て
、
：
包
括
的

_

に
.つ
い
て

い
る
，

.
' 

.

.

.

バ.
.:
'
:ゾ
.
.'
、
^
'.
'
.
-
リ
^

..

.

■

'

.

;

 

'
:
.
'■
:■
:

\-
:
.

.

経
済
地
理
学
の
対
象
は
包
括
的
な%
の
で
あ
る
.■と
.い
.ヶ
線
点
か
.ら
す
石
と
 ̂

:
.
ー：
国
.の
_
済
現
象
を
総
括
的
に
観
察
し
な
く
て
：ゆ
な
ら
な
ぃ
と
い
.

■
へ
'.
:経
済
地
理
学
に
お
け
る
法
則
性

0
.問

題\

:'
ン
^
'
パ
^
^
^
^ ̂

.

:
.

.

.

:

.

;.
:
H
I
: 
一':
.
:

(

五 

3
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.

,

■

■
,

.

•:

■

'

, 

一

.

Hニ

S
五
一
一

)

う
小
良
教
授
'の
見
解
は
迪
解
さ
れ
る
。：
'こ

の

見
解
は
随
所
で
強
調
さ
れ
、
後
期
の
論
文
：に
お
：い
て
も
雜
承
さ
れ
て
い
る
。

M

済

地

理

学

の

対

象

と
 

し
で
の
地
域
は
，
地
表.に
郎
し
て
総
栝
き
れ
た
経
済
現
象
の
全
体
で
あ
る
。
'-
\限
ら
れ
た
範
囲
の
経
済
現
象
を
と
り
あ
げ
る
の
で
は
、

一
経
済
地
域 

の
個
他
を
十
分#
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
立
場
が
ら
し
て

；

ゥ
'ェ
彳
バJ

(0
.工
業
立
地
論
.'(A. w

e
b
e
r
,

g :erden Standort der 

I

I

 
s

§)

と
経
済
地
理
学
の
差
異
が
指
摘
さ
れk
。
工
業
立
地
論
’に
お
い
て
は
、
'
研
究
対
象
、が

#

化
さ
れ
てお

り

、

，

そ
れ
が
実
用
性
を 

志
向
す
る
と
，
そ
の
分
析
方
法
は
多
角
的
に
な
ら
ざ
る
.を
え
な
.い
。
対
象
を
特
化
し
て
い
る
か
ら
、
多
角
的
方
法
を
導
入
す
る

こ

と

が

可

能

：
に

，
，、ょ 

る
。
こ
の
ょ
う
な
エ
業
立
地
論
が
ら
何
ら
か
の
法
則
が
引
き
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
管
班

.論
的
‘
政
.策
論
的
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ 

れ
に
た
し
し
て
.
経
済
地
理
学
は
基
礎
理
論
的
性
格
を
も
つ̂
の
で
は
^-
か

ろ

う

か

，
。

そ

れ

比
亦
法
を
特
fb
し
て
.
'い
る

が

故

に

.、

.
包

括

的

な

対

象 

を
取
り
扱
い
う
るQ'

で
：あ

る

。工
業
立
地
論
と
経
済
地
理
学
と.は
.無
関
係
の
も
の
で
は
な.い
こ
'と
は
い
；

う

.

ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
両
者
の
学
間 

的
性
格
は
異
な
づ
て
い
る
。.

.
'マ

.'

(

1)
「

経
済
地
理
学
序
説

」

第

一

編

，
第
一
一
章

'*
第
、一
節
：地
理
学
の
出
発
点

：

. 

. 

:'(

2)

同
'
第
ー
編>

〔

第
ニ
章
：
，
第

三

節

地

域

的

個

性

;:

へ
ん
；.
た

..(

3

)

同

：
第
.一
編
>

.

第
ニ
章
/

第

六

節

地

理

学

的

研

究

の

対

象」
 

.

I
 

.

(

4

)

'

同

第

一

編

.
第
ブ
章
>

第
ニ
ー
節
.：そ 

：

 

'

.

(

5)

:-
;
同
.
®
:
編

 >.

第

二

章

，
第

九

節

地

理

学

の

諸

分

秤

：
：
> 

:
:
.

「
(

6)

同
，
第
二 •
•

第

；5

.

.;
'

-

:

 

,

 

,

■
.

,

7)
「

経
済
<刀
析
に
お
け
る
地
方
経
済
観
察
の
音
«

に
関
す
る
若
干
の
考
察」

：(

三
田
学
会
雑
誌
第
五
0
卷
第
六
号)

ノ

. 

(

8) 

.「

米
国
経
済
の一 :

側
面」

(

同
誌
第
四
〇
卷
第
一

.

o'
v1 

一
.

- V

ニ
合
併
号

)

及

び「
英
国
経
済
の
：地
連
的
構
造

」
(

同
誌
第
四

|

卷
第
九
号)

.(

冬

：拙

著

「

産
業
労
働.の
社
会
学
的
研
究
動
向,-
.
.
.

(

社
会
学
評
論
第
一
五
卷
笋

.
5

(

u)

:「

地
理
学
の
課
題
と
領
域
に
就
い
て

」
(

同
誌
第
四
六
卷
第
：
ニ
ー
号

)

'

. 

^

ン
■'

,

/

2 ::

経
済
地
理
学
の
課
題.と
地
理
的
環
境
論：

;

..
'
;
:
.
.
‘

地
理
学
は
各
地
域'の
差
異
に
注
目
す
：る
と
い
う
こ
と
か
ら
し.て
、
地
域
的
比
較
は
地
理
学
研
究
手
続
き
の
最
も
基
本
的
な
部
分
と
な

(

M
.。
比
較 

は
典
通
要
素
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
；
同
質
的
な
も
め
.に
お
け
.る
量
的
差
異
が
、
比
較
の
内
容
とな
る
。

；

同
質
現
象
の
諸
地
域
に
お
け
る
分
耔
犬 

齒
を
く
ら
べ
る
と
い.う
形
態
で
、';
地

減

的

比

較

が

行

わ

れ

る

：。

:1
.
.た
が
っ
て
、：'そ
の
.た
め
に
は
、;
量

的

表

現

：が
.の
ぞ
ま
し
い
。
比
較
を
通
じ
て
各
，
 

地
域
の
共
通
^

引
き
出
す
こ
と
に
ょ
っ
て
、.麗
北
が
可
能
に
な
る
。
し
かt
、.
.こ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
地
誌
的
研
究
に
す
ぎ
ず、' 讓

の

範

囲 

.'
を
越
え
て
.い
な
い
。

：
'
'.
:
:
.

•
さ
ら
匕
進
ん
で
、
尨
域
的
個
性
の
：説
明
が
意
図
さ
れ
、
.諸

現

象

の

特

定

な

分

身

獸

满

を

生

ぜ

し

め

る

：原
因
.と

し

て

の

地

理

的

環

境

が

問

題

に

な 

る
。
原
因
と
し
て
：
■の
地
理
的
環
境
と
結
果.と
し
て
の
證
象
S

市

状

態

と

い

う

：

■
係
か
ら
し
て
.、
：地
理
的
麗
関
係
が
姐
て

』

-0
.
地
理
学
の 

課
題
は
地
域
的
個
胜
を
記
述
す
る
だ
け
でM
身

、；

.そ
れ
を
環
境
と
の
因
果
関
係
に.お
い
て
.

_
す
る
こ
と
'で

あ

る

。
'
記

述

は

セ

ん

な

る

地

誌

的 

研
究
で
あ
り
、.説
明
は
環
境
論
的
考
察
に
域
的
個
性
生
成
の
過f

解
明
.で
I

。へ
地
誌
と
環
境論
的

考

蒙

合
し
た
も

ー

の

ラ
 

的
研
究
の
本
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
-.
両
者
必
義
度
は
ち
が
う
。
前
者
は
地
理
学
の
素
材
で
あ

り

、
，

研
究
の
手
段
に
す
ぎ
ず
、，
そ

の

目

標

は

後

者 

に
求
め
ら
れ
る(

地
理
学
の
論
理
的
基
礎
つ
け
を
試.み
た
初
期
の
：
論

文

に

お

；
い
て

.

.は
、
地
理
学
を
法
則
科
学
と
す
る
と
い
う
立
場
が
：は
っ
き
り
と

.

1
 出
さ
れ
て
：い
る。
：
' 

,

..
 

...
 

.

.

. 

■
 

.
 

•
 

■
 

■■
 

一'.
.
- 

.
.
.
.
.

 

,
地
理
的
環
境
ガ
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
，；地
理
学
を
た
ん
な
る
記
述
に
と
ど

.ま
ら
：せ
な
い
た
め
で.あ
.る
。
，
地
班
学
は

い
:'
.そ

の

分

布

の

決

定

に

関

す

る

因

果

関

係

の

究

明

か

ら

し

て

法

則

を

樹

立

し

ょ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、'そ
.の
一
：分

科

と

し
て
の
経
済
地
理 

，学
も
経
済
現
象
の
地
域
的
分
布
に
関
す
る
法
則
の
探
究
を
そ
の
目
標
と

.す
る
こ
と
に
な
る
。
丧
則
定
立
と
い
う
課
題
に
こ
た
え
る
に
は
、
也
理
学 

及
び
そ
0
.
1
.
分
科
た
る
経
済
地
理
学
は
地
連
的
環:^
概
念
，を
中
心
と
し
て
展
：開̂
^

ン

'

経
済
地
理
学
に
お
け
る
法
則
性
.<
7
>問

題

.

:

'

、

三

三

(

五
五
一

a

.
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'

:

.

:

:

.メ
：
入
 

. 

#

を

：も'

つ

が':
:
'
:地
.

现

满

璟

僮

そ

れ

自

体

鸿

研

货

は

地

趣

学

ぬ

範

囲

外

，
で

あ

：及

，
：
そ

办

は

隣

接

科

学

め

研

- ^

分
野
に
厲
す
る
。.-
;
:
'
:
.
.

:;
-

:

:.
'，
.

へ
；
.：，

::

::地
理
的
環
境;-
>
:し
：て
>:

所
每
.の
;|
1
然
が
強
調
さ
_恭

魯
>
と
が
#
い
が
、.：：文
化
的
>
.
:
社
浍
的
環
鵁
の
童
要
性
が
在
べ
に
指
摘
さ
れ1。
地
理
的
環

'■境
は
ー
モ
つ
に
区
分
し
う
々
よ
：う

襄

_
境
ゆ
も
と
は
自
然
環
境<0
意
味
に
用
い
ぢ
：れ
て
い
た
が
、
：社
会
環
境
が
：次
第
に
重
覩
：さ
れ
て
き
た
。
'
社
会

:

■ 

.- 

. 

.■.■.

.

. 

■

ノ
環
境
は
、：
自
然
環
境
を
基
礎.と
し
：
て
、
，
そ

の

上

に

立

ら

^

.へ' 

..
■(
6)
.
 

-
 
...
 

-
 

.
 

-
 

.
'
:
.
. 

.

、
 

-

の
文
化
遗
産
を
意
味
す
石
。.両
者
.の
中
間
に
、
•'
• .道
路
•
鉄
道
.
•運
河
•
港
湾
な
ど
.の
よ
う
な
変
容
さ
れ
た
自
然
が
存
在
す
る
。社
塞
境
は
非
物 

,質
文
化
的
内
容
の
も
め'で
あ
：る
：の
に
：：た

い

し

て

、

そ

れ

と

自

然

瓌

境

去

め

：中

間

に

位

置

す

る

も

の

社

^

■
 

:
 

(

7) 

■ 

..I-.:
 

■

き
る
。：
環
境
と.い
：う

舰

念

を

余

り

拡

大

し

.て
い
：た
と
い
う
反
省
に
お
い
て
は''
-
切

の

：文

化

現

象

を

文

化

環

そ
れ
を
比
較
的
に
自
然
環
境
に
：類
似
し
た
も
の
だ
げ
に
眼
定
し
.よ
う
と
い
う
意
図.が

う

か

が

：ぇ

る

。

'-
'
こ
め
場
合
に
は
、
：社
会
環
境
の
多
く
が
除
外 

■さ
れ
、'
物
質
文
化
環
境
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
が
，
：必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
自
然
環
境
に
類
似
し
て
い 

る
^
準
と
し
て
は
1■:

固
_定
.的
:.
不
変
的
.な
も
.の
.が
.あ
げ
ら
-^
て
い
る
.に
.と
.ど
ま
る
か
ら
.
.で
あ
る
°

ハ
ン
チ
ント

ン
た
ち 

3
. 

0
- 

&
 

Fred A.oalson, The, Geographic Basis of Society, 

1
9
3
3
)

は
文
化
環
境
を
認
め
る
が
、
文
化

的
諸
耍
素
相
互
の
関
速
に
つ
い
て
，は
説
明
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
文
化
現
象
の
形
成
に
お
け
る
文
化
環
境
の
影
響
力
が
強
調
さ
れ
る

-
 

■
 

.
- 

-
 

, 

,

と
、
地
理
学
は
社
会
科
学
と
な
る
の
み
で
な
く
、
そ
れ
は
社
会
料
学
全
体
を
お
お
う
も
'の

と

な

る

。

さ
，
ら

..に

、
そ
れ
は
総
合
科
学
と
な
る
こ
と
に

、
 

_ 

- 

■ 

- 

■ 

■

よ
っ
て
、
学
問
的
分
業
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、

'学
問
的
分
業
を
認
め
、
地
理
学
固
有
の
立
場
を
固
守
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
地
理

.

.

.

. 

• 

. 

*

的
環
境
概
念
を
限
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
や
や
も
.す
れ
ば
、
地
理
学
は「
何
で
も
屋
|-
:
.と
呼
ば
れ
る
こ
と
に.つ
.い
て
-の
反
省
は
、
後
期
の 

論
文
に
お
い
て
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
。
，:

:

:

;

'

'

■

自
然
環
境
が
文
化
諸
現
象
の
す
べ
て
に
た
い
し
て
決
定
的
な
影
響
力
を
も
つ
と
い
う
地
理
学
的
唯
物
論
が
否
定
さ
れ
る
の

.は
当
然
で
あ
る
。
さ 

り
と
て
、
人
間
が
自
然
的
変
化
に
与
え
る
影
響
力
を
過
重
視
す
る
の
も
妥
当
で
は
な
い
。
両
説
の
中
庸
に
お
い
て
、
.小
鳥
教
授
の
環
境
論
的
考
察

は
展
開
さ
れ
る
。

：
 

.

.
自
然
環
境
が
人
間
生
活
を
決
す
る
の
で.は
な
く
、.人
間
生
活
の
あ
り
か
た
が
自
然
：の
影
響
の
仕
方
を
決
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
、
自
然 

環
境
の
歴
史
性
が
出
て
く
る
。
自
然
は
何
ら
か
の
中
間
項
を
逋
し
て
間
接
的

.に
作
用
す
る
。.自
然
環
境
：は
た
ん
な
る
自
然
で.は
な
く
、
歴
史
的
に 

発
展
す
る
特
定
の
生
産
技
術
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

.

そ
れ
は
物
そ
れ
自
体
に
付
着
し
て
い
る
物
理
的
性
質
に
よ
っ
て
で
は
な 

く

、

人

間

が

•そ

の

物

に

た

い

し

て

も

つ

価

値

に

よ
°
て
規
定
さ
れ
る
。
欲
望
充
足
に
役
立
つ
能
力
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
、
自
然
環
境
を
資
源
と

. 

呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
能
力
は
生
産
力
の
向
上
に
つ
れ
て
変
化
す
る
か
ら
、
人
間
と
自
然
と
の
結
び
つ
き
は
歴
史
性
を
も
つ
。

さ
ら
に
，
人 

間
は
個
人
.と
し
て
.で
は
な
く
社
会
；と
し
て
自
然
環
境
に
対
決
す
る
。
が
く
て
、、
自
然
環
境
は
歴
史
的

-

社
会
的
性
格
を
带
び
ざ.る
を
え
な
い
。
 

そ
の
結
果
、
自
然
環
境
と
文
化
環
境
と
の
区
別
は
む
ず
が
：し
く
な
.る
。
：
と
：の
よ
う
に
：、：
地
連
的
：環
境
は
複
合
的
に
現
象
す
る
か
ら
、
，
そ
れ
を
原
因 

と
し
、
諸
現
象
の
地
域
的
分
布
を
結
果
と.す
る
地
理
的
因
果
関
係
の
究
明
は
：困

難.^
な

る

。

こ
れ
か
：ら

し

.て

.、
地
連
学
に
は
け
る
法
則
性
の
問
踅.
 

が
生
ず
る
。
■

' 

, 

.

ニ
1)

「

経
済
地
理
学
的
対
象
と
し
て
ー
の
経
済
現
象
に

.就
い
て

」

窆 

.

ノ 

. 

2

,

:

「

序
説」

第
一ii
.
第
一
一
章.第

七

節S

I

研
究
の|

丨

|

的
個
I

IB
述

ベ
3

)

 

：
 

！
！
.

第」

編

：
，
第

二

章

‘

第
^

;

■,
.

 

, 

.

 

,

 

-
 

、

(

4)

.「

地
理
学
：の
本
質
と
地
理
的
環
境
に
就
”
，

■'
.

.• :
■

:
• ?)

.

：「

亦
説
.

」

$

 

.

.
 

:

(

，6)
「

地
理
学
の
課
題
と
領
域
に
就
い
て」

(

同
誌
第
四
六
卷
第 

一
二
号
^

'

'

パ

-(

7)

前
掲
論-

K

..:
-

;-
:

v

v::
:
-
■ 
.ん 

-

-
■
':
• ..
.

a

.(

8

)

' .
-「

経

済

地

理

学

に

：象

け

る

.
文
化
環
境
親
察
：の
手
続
ぎ.に
就
.
い
5

,、

(

同

誌

第

轰 

一.
 

>

ス
9

)

ぐ「

地

濯

の

課

灌

と

領

域

备; 1
'

:

て
‘

ン(

10)
：「

経

済

地

理

学

に

於

け

る

泡

然

環

境

_
察
0
意
義
及
び
：手
続
き
に
就
：い'て」

：.べ
同
諸
第
三
〇
卷
敗
九
号

)

:-
'
^

(

y

'「

資
源
問
題
考
弈
の
若
干
の
：基
礎」

(

同
誌
第
.

 

一.

|

ー
-
卷
第
ー
バ
ブ

'
''■
;
経
済
地
理
■

ぉ
；け
る
法
則
性
の
問，

 ̂

. 

-



.
:
 

. 

' 

. 

' 

三
六
■

(

五
五
六)

■ 

一
 

_

■

' 

'

'

■ 
• 

,ノ
 

.

.

' :

-
.
•■:
.
''
:. 

-
.

■
- 
;
 

.

.

.

.

 

.

.

■

.

 

.

-

ヾ
>

:
経
済
地
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初
期
の
論
文
で
ぱ>

 

地
埋
学
を
法
則
科
学
と
ず
る
立
場
が
は
：っ
き
り
ど
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、
後
期
の
そ
れ
で
は
、
地
理
学
は
歴
史
学
と
同

じ
よ
う
な
具
体
的
科
学.で
あ
り
、
.後
者
は
時
間
を
問
題
に
す
る
の
に
た
い
し
て
、
前
者
は
.空

間

を

.取

り

扱

う

と
さ
れ
る
。
地
域
的
個
性
の
記
述
と

•
 

'
 
-
 

•
 
'
 

*

•
 
':
 
•
 
-
 

............
 

-
 
.
 

•

地
理
的
因
果
関
係
を
究
明
す
る
環
境
論
的
考
察
は
地
理
学
め
一
一
つ
'の
諌
題
で
あ
る
が
、.後
者
が
断
念
さ
れ
、
前
者
の
み
が
採
択
さ
れ
る
よ
う
で
あ 

る
。
法
則
を
樹
立
す
る
こ
と
、が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
事
実
閨
係
の
観
察
と
記
述
が
第
一
の
仕
事
と

さ

れ

、

' 

.地
域
的
個
性
の
解
明
に
専
念
せ
ざ
る
を

'
地
理
的
環
境
と
地
域
的
個
性
は
多
種
多
様
な
諸
要
素
が
ら
な
る
複
合
体
で
あ
る
。
両
者
の
：複
合
的
関
係
の
究
明
に
よ
っ
て
の
み
、
地
理
学
的
法 

則

：は

形

成

さ

れ

る

。

'
こ
の
複
合
関
係
の.な
か
か
ら
何
ら
：か
の
単
純
な
閨
係
を
抽
出
し
て
、
法
則
を
定
立
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
地
理
学
的
法
則
で

は
な
い
0.
自
然
地
理
学
が
解
体
し
た
の
は
、

そ
れ
が
専
門
法
則
.に
分
化
し
た
が
ら
で
あ
る
。

ゥ
ェ.丨
バ
ー
の
.立
地
法
則
は
：経
済
学
的
法
則
た
り
：

.,
 

....
 

''''.
 

.

-

え
て
：も
、
地
理
学
的
法
則
に
は
な
ら
な
い
め
も
、
こ
の
座
由
に
よ
づ
て
で
あ
る
。
複
合
的
な
地
理
的
因
果
関
係
の
究
明
に
よ
：る
法
則
定
立
の
論
理

•
 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

的
可
能
性
は
信
ぜ
ら
れ
る
が'
不

可

能

に

近

い

ほ

ど

の

実

際

的

困

難

の

故

，に
、

.

.

地
理
学
的
法
則
は
断
念
さ
れ
る"
環
境
概
念
を
限
定
し
て
も
、
こ 

の
困
難
を
克
服
す
る.の
は
む
ず
が
し
い.。.

::
.ニ

ゾ

ぐ

ぺ
,ぺ

.

,

:

..

地
理
学
に
お
け
る
法
則
性
の
欠
如
か
ら
し
て
、
実
用
主
義
へ
の
志
向
が
強
く
な

？)
。
'戦
前
の
地
理
学
徒
は’い
か
：に
地
理
学
固
有
の
領
域
を
守
る 

か
に
苦
心
し
て
い
た
が
、
戦
後
に
お
け
る
そ
れ
は
隣
接
諸
科
学
の
領
域
へ

.進
出
し
、

'

 

そ
こ
：に
地
理
学
の
若
返
り
を
：求
め
よ
う
と
ず
る
。
.こ
の
よ
う 

に
し
て
、

'

 

経
済
地
理
学
と
経
済
学
と
の
区
別
が
不
分
明
に
な
る
。.
他
の
領
域
へ
の
進
出
は
地
理
学
的
内
部
か
ら
盛
り
上
る
理
論
的
要
請
か
ら
な
さ 

れ
てi

る
も
の
で
な
い
こ
と
が
注
意
さ
.ル
な
ベ
て
は
な
ら
ぬ。
|>
た
が
っ
て
、
：
地
理
ぎ
に
お
け
る
諸
分
科
の
統
合
は
困
難
に
な
り
、
こ
の
進
出
は 

管
理
論
：
政
策
論
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
小
島
教
授
は
中
途
半
端
な
学
問
至
上
主
義
に
反
対
し
、
実
用
主
義
を
尊
重
す

る
が
、.
.な
お
、
地
理
学
の
主
体
性
を
確
立
ず
る
連
論
を
欲
す
る
。
：
そ
む
て
、
，

.最
近
'の
：傾

向

に

抗

し
.て
、.
.あ
ぐ
玄
で
も
、.地
理
学
者
と
し
て
の
立
場

1. 

•

を
貫
ぬ
こ
ぅ
と
さ_れ
る
。
：.学
問
分
業
.に
お
け
る
自
分
の
持
場
を_は
0-
き

り

認

め

：、
：担

当

す

る

仕

事

を

正

確

.に

行

ぅ

と̂

だ
と
さ
れ
る 

0
..
.

:

-

.

-

.

.

.

.

■

-

.

 

- 

: 

- 

- 

- 

■

.
地
理
学
一
般
に
お
け
る
事
情
は
そ
の
分
科
と
し
て
の
経
済
地
理
学
に
も
適
用
さ
れ
る
。
地
理
学
の
一
投
理
論
が
钐
成

.さ
れ
'て
い
な
い
か
ら
、
そ 

の
応
用
'に
よ
る
特
殊
的
部
門
.の
成
立
と
い
ぅ
平
坦
な
道
を
、
経
済
地
理
学
は
歩
む

^
と
は
で
き
な
い
。へ
そ
の
対
象
た
る
経
済
現
象
の
理
解
に
つ
‘い 

て
は
、.
経
済
地
理
学
は
.経
済
学
に
援
助
を
求
め
な
ベ
て
は
な
ら
な
い
。
地
理
的
環
境
の
研
究
は
地
理
学

.の
範
囲
外
で
あ
る
か
ら
、_
罾
論
的
考
^.
, 

に
お
い
て
は
、
多
く
の
隣
接
科
学
の_成
果
に
期
待
を
か
げ
ざ
る
を
：え
众
い
。：
.経
済
地
理
学
は
諸
科
学
の
成
果
に
依
存
す
る
応
用
部
門
で
.あ
る
に
も 

.か
か
わ
ら
ず
、
，
諸
科
学
の
多
く
は
未
成
熟
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
困
難
な
状
況

.に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
故
に
、
経
済
地
理 

学
は
.た
.ん
：な
る
記
述
に
と.ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い.よ
ぅ
で
あ
る
。
''
.

し
か
し
、
小
島
教
授
の
経
済
地
理
学
的
研
究
は
.た
.ん
な
る
記
述
以
上
に
進
ん
で
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
証
拠
の
ひ
■と
つ
と
し
て
、
.経
済
也
理
学

(

3) 

,

に
つ
い
て
の
最
後
の
論
文
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
国
民
経
済
分
析
に
お
け
る
地
方
経
済
観
察
の
重
要
性
を

指
摘
し
た
%

の
で
あ
る
。
 

地
方
経
済
を
観
察
す
る
こ
と
は
、
国
民
経
済
の
她
域
的
構
造
の
分
析
を
可
能
に
す
る
；が
故
に
、
童
大
な
意
義
を
も
つ
の
で
あ
る
。
地
域
的
単
位
と 

し
て
国
民
が
重
視
さ
れ
る
が
、
そ
ぅ
で
あ
る
の
は
そ
れ
が
た
ん
.に
政
治
的
単
位
で
あ

.^
の
み
で
な
く
、
.同
時
.に
、
社
会
的
•
文
化
的
単
位
だ
か
ら 

で
あ
る
。■
こ
れ
：か
ら
し
て
、
国
民
経
済
は
経
済
地
理
学
の
基
本
的
対
象
と
な
る
。
機
能
的
に
専
門
化
さ
れ
た
諸
地
方
経
済
の
観
察
に
よ
っ
て
、
そ 

れ
ら
の
総
合
た
：る
国
民
経
済
の
地
域
的
構
造
の
分
析
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
ど

の

場

合

、
.
国

民

経

済

ば

諸

地

方

経

済

の

有

機

的

組
織
と
し
て
把
握 

•さ

れ

る

〗

こ
の
よ
う
な
，
研

究

を

た

ん

な

る

記

述

と

呼

ぶ

-.
と
が
で
き

る

だ

，
ろ

ぅ

.か
。
特
殊
な
対
象
領
域.に
お
い
.て
で
は
あ
る
.が

'
11
論
が
展
開
さ 

れ
て
い
.る
よ
ぅ
で
.あ
る
.。
：
こ

の

研

究

は

地

理

学

内

蒙

ら

盛

り

上

る

理

論

的

要

請

に

こ

'た
免
る
^
の
で
ぬ
：な
か
ろ
ぅか
。
.
' 

.

;

.

.地
理
学
の
；
一
般
理
論
が
：な
い.が
ら
，と
い
っ
て
、
そ
の
諸
分
科.に
お
け
る
理
論
を
断
念
す
る
必
然
性
は
な
い。.地
里
学
の
現
段
喈,c
お
ぐ
て
は
、

.
■
- 

■ 

: 

.
、.
マ' 

.

.

.

* 

■ 

■ 
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1
般

理

論

の

応

用

に

：よ

る

特

殊

理

論

の

成

立

と

.
い

う

演

繹

的

道

筋

は

用

意

さ

れ

て

.な

い

。

進

む

ベ

き

は

特

殊

哩

論

の

発

展

に

よ

る

.
一
般
理
論
の
形 

.成
と
い
う
帰
納
的
な
方
向
で
あ.ろ
う
。
国
民
経
済
の
地
域
的
構
造
が.解
明
さ
れ(

さ
ら
に
諸
国
民
.経
済
の
.比
较
が
行
わ
れ
る
と
い
う
過
程
にb
い 

て
、
経
済
地
理
学
に
お
け.る
法
則
が
打
ち
出
さ
れ
て
：く
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
地
理
学
の

.1:

般
的
法
則
の
樹
立
に
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

(

1

)

.
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地
理
学
の
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と
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に
就
い
て
|_(

三
甶
学
会
雑
誌
第
四
六
卷
第
ー
ニ
号
}

:

.

.

.

 

'

二
2)

前

掲

論

文

•
.

(

及

:-
.

「

経
済
分
析
に
お
け
る
地
方
経
済
観
察
の
意
義
に
関
す
る
若
干
の
考
察

|_(

同
誌
第
五
〇
卷
第
六
号

) 

.

.

.

. 

.

.

. 

•

.. 

.
.
.

 

• 

' 

- 

.
む

す

び

, 

: 

...
 

_
 

' 

.
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.
経
済
地
理
学
は
経
済
現
象
の
地
域
的
個
性
に
つ
い
て
.の
た
ん
な
る
記
ル
に
と
ど
ま
る
べ
き
か
。
あ
る
い
は
、
環
境
的
考
察
に
よ
る
が

.
を
も
そ■

、

-

れ
.に
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
.
こ
の
設
問
は
経
済
地
理
学
に
お
け
る
法
則
性
の
問
題
を
提
起
す
る
。
記
述
に
終
始
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
法 

則
性
に
た
い
し
て
杏
定
的
な
結
論
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
理
学
の
一
般
理
論
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
隣
接
科
学
の
成
熟
が
十
分
で
な 

い
か
ら
、
経
済
她
理
学
を
法
則
科
学
に
す
る
こ
と
は
む
ず
が
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

.い
て
、
記
述
か
説
明
か
の
ニ
者
択
ー
を
せ
ま
ら
れ
る 

と
、
経
済
地
理
学
は
記
述
的
学
問
に
な'づ
て
し
ま
う
よ
う
に
み
え
る
。

M
済
地
理
学
に
お
け
る
法
則
性
の
問
題
は
こ
の
よ
う
な
一
一
者
祝
.一
に
お
い
て
で
は
な
く
、
.記
述
と
説
明
と
の
均
衡
に
お
い
て
答
え
ら
れ
る
の
で 

は
な
い
か
。

一
般
理
論
に
よ
る
特
殊
的
事
例
の
演
繹
的
説
明
は
の
ぞ
み
え
な
い
が
、

.そ
う
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
記
述
的
段
階
を
越
え
る
こ
と
が
で 

き
な
い
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
特
殊
的
事
例
を
対
象
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
つ
い

.て
の
理
論
を
引
き
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
い 

.う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
理
論
は
一
般
的
な
も
の
で
は
な
く
、
特
殊
的
な
も
の
で
あ
る
。
：特
殊
理
論
が
次
第
に
豊
富
に
な
る
と
、
そ
こ
か
ら
一
般
理 

論
が
帰
納
さ
れ
る
。
経
済
地
理
学
に
お
い
て
、
い
ま
だ
、

一
般
理
論
は
時
期
尚
早
で
あ

.る
。
実
証
的
.で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
特
殊
理
論
の
形
成

を
今
日
の
課
題
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
.
特
殊
的
事
例
に
即
す
る
か
ら
、

.

当
面
の
：対
象
領
域
は
限
定
さ
れ
る
が
、
.I
般

理

論

へ

.の
志
向
は
失
わ 

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
に
、
外
観
上
、
政
策
論
的
色
彩
を
帯
び
な
が
ら
も
、

.経
済
地
理
学
は
依
然
と
し
て
基
礎
理
論
た
る
実
質
を
保
持
し
う
る
。

経
済
地
理
学
.に
お
け
る
法
則
性
の
問
題
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
答
え
は
'「

経
済
地
理
学
と
は
何
か

」

と
：い
う
問
い
を
発
し
て
、

直
接
的
な 

回
答
を
期
待
さ
れ
る
ひ
と
び
と
に
と
っ
て
は
、
き
わ
め
て
歯
切
れ
の
.悪
い
.も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
回
答
は
迂
回
的
に
は
な
さ
れ
て
い
る
。
そ 

の
鉴
本
的
性
格
に
っ
ぃ.て
迂
回
的
に
し
か
答
え
ら
れ
な
い
学
問
は
少
な
く
は
な
い
よ
う
だ
。

.
：
:

i

小
島
教
授
の
業
績
を
顧
み
て
、

V

•経
済
地
理
学
に
お
け
る
法
則
性.の
問
題
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
幾
分
の
私
見
を
さ
し
は
さ
む
こ
と
を
避
け
え
ら
れ
な 

.
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
し
て
も:'
小
論
の
欠
陥
の
，

1

切
は
筆
者
の
責
；め
に
：帰
せ
し
め
な
く
て
ば
：な
ら
ぬ
0

.

経
済
地
理
学
に
お
け
る
法
則
性
の
問
題'. 

三
九
-(

五
五
九)

.


